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(1) ごめん、今日はちょっと．．．。   















                                            




8 アラビア語はアラブ諸国 21 か国、約 1 億 5 千万人の母国語であり、世界の主要言語の１つである。ま









(3) A ラーメン食べに行かない。 
  B さっぱりしたものがいいんだ。 
  A じゃあ、うどんにしようか。 















 (4) A 授業が終わったらみんなで寿司を食べに行くけど、一緒に行かない？ 
    B いいえ、寿司全然好きじゃない。 














アラビア語母語話者の会話13（談話完成テスト調査から）       
  (5) A：Băd elmoħadra matekhlas hanroħ kolna nakol koshary,tygy măana? 
（授業が終わったらみんなでコシャリを食べに行くけど、一緒に行かない。） 





















































ル（施 2005）や、スピーチレベル（村井 2009）、意味公式分類（伊藤 2005、権 2007、
Nelson・ElBakary・AlBatal 2002、Nelson・Carson・ElBakary・Al Batal 2002）、な
ど様々な観点から多くの研究がなされてきたが、先に述べたとおり配慮表現の立場から断














マリ 2008、岡田 2006、Zahrana 1995）。しかし、先行研究（Nelson・ElBakary・Al Batal 


















 親しい友人：ごめん。ちょっと用事があるから行けないんだ。  







 知り合い：ごめんなさい。今ちょっと手が離せなくて…     
 
(8)  (教材のコピー依頼) 
 学生： 来週の水曜日ですか。ちょっと時間が取れないかもしれないんですが。 
 
(9) （誕生パーティーの誘い） 
 知り合い：yom elgomăa ăndy ħagat ktyr gdan fa msh ha`dar.    
  （金曜日はとてもたくさんの用事があるので、できません。）  
 
(10) （誕生パーティーの誘い） 
 親しい友人：yom elgomăa ăndy măad mohm gdan fa msh ha`dar.    
   （金曜日は、とても大事な用事があるので、できません。） 
 
(11) （飲み物の購入依頼） 
 親しい友人：el moshkla msh fy elflos bs feălan msh ha`dar laen fy ħaga lazem 





 学生：maălsh ya doctor lazem arawaħ badry .    





































                                            
21 「Egyptian may have used the strategy of giving reasons in situations that they found difficult to 





























                                            
22 代案提示は相手と一緒に解決案を模索しあって、相手に解決策を教えるストラテジーである（権
2008:235）。 


























































異文化間語用論に関わる主な先行研究（Grice 1975、Lakoff 1973、Leech 1983、B&L 1987、




1.3.1 Grice (1975) 
















a. Maxim of Quantity（量の公理） 




1. Make your contribution as informative as is required (for the current purposes 
of the exchange). 
2. Do not make your contribution more informative than is required. 
 
 Grice によると、量の公理には、話し手がもし、聞き手に 4 つのねじが欲しいと頼んだ






(1) A: 今日の会議は何時からだっけ？ 
   B: 場所は 5 階の会議室で、前の会議が午後 3 時からあるので、その一時間後だっ
たと思います。あ、専務も出席されるようですよ。     
                        （山岡・牧原・小野 2010:39） 
  
 上記のような発話例は、量の公理に違反しているとされる。それは、A の質問に対し、












1. Do not say what you believe to be false. 










(2) A: 昨日はちょっと飲み過ぎてしまって、実は今朝は二日酔い気味だったんです。 
   B: 新入社員がそんなことじゃ困るなあ。午前中なんだかぼーっとしているみたいだか  
     ら体調でも悪いのかなって思ってたんだけど。．．．。で、昨日はどれぐらい飲んだの？ 
  A: え？飲みませんでしたけど．．．．。 
   B: さっき飲み過ぎたって言ったじゃないか。 
  A: そんなこと言いましたっけ？ 






(3)A: C さんが、D さんと付き合うことになったって聞いたんだけど、D さんのこと知っ 
     ているの。 
 B: うん、知っているよ。やっぱりやめた方がいいんだよね。 
 A: えー！何でそんなこと言うの？ 
 B: あんまり、いいやつじゃないって聞いたからさ。 
                              （筆者による作例） 
 
 上記の発話例では、B が噂話だけで D がいい人じゃないと判断してしまったため、十分
な証拠がないことを発話しており、質の公理に違反していると言える。 
 次に、3 つ目の公理（関連性）を見て見よう。 
 
c. Maxim of Relation （関連性の公理） 
 Grice が関連性の公理には、以下の 1 つの原則を挙げている。 
 








(4) B: What’s the problem? 
   A: I’m out of gas. 
   B: What year is your car? 
 







(5) A: I am out of petrol. 
   B: There is a garage round the corner. 
                                                              (Grice 1975:51) 
 










  ‘Be perspicuous’ 
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例として、以下の例文がある。 
(6) A: ここにあったおまんじゅうは君が食べたのか。 
    B: そうだったのかもしれないなあ。 
 
 (7) A: コンタクト、どこで買ったの 
    B: 駅ビルの大きいデパートの向かいのカラオケ屋の隣のビルの 5 階にあるアイタウ    
       ンっていうお店。 






 1. Avoid obscurity of expression. 
 2.Avoid ambiguity. 
 3.Be brief (avoid unnecessary prolixity). 
 4.Be orderly. 















 (8) 金曜日はちょっと．．．．。 
 








































(11) A: Where does C live? 
    B: Some where in the south of France.          (Grice 1975:51) 
 
 上記の例文では、B の発話には、A が要求する情報がないため、量の公理に違反してい










1.3.2 Lakoff (1973) 
 Lakoff(1973)は、Grice(1975)の会話の協調の原理を基にして、Rules of Pragmatic 
Competence（語用論的能力の原則）として、以下の 2 つの原則を提示している。 
 
Rules of Pragmatic Competence  
  1.Be clear （明確に述べよ） 














Rules of Politeness 
  1.Don’t impose  (押し付けるな) 
  2.Give options  （選択肢を与えよ） 
  3.Make a feel good-be friendly  （気持ちよくしよう、友好的になれ）   
                               （Lakoff 1973:298） 
 













ポライトネスの原理の 6 つのカテゴリーを提示し、詳しく見ていく。 
 
Politeness Principle 
a. Maxim of Tact 
.Minimize cost to other. 
.Maximize benefit to other. 
 
 b. Maxim of generosity  
     .Minimize benefit to self. 
     .Maximize cost to self. 
 
c.Maxim of Approbation  
.Minimize dispraise of other. 
.Maximize praise of other. 
 
 d.Maxim of Modesty  
     .Minimize praise of self. 
     .Maximize dispraise of self. 
 
  e.Maxim of Agreement  
     .Minimize disagreement between self and other. 
     .Maximize agreement between self and other. 
 21 
 f. Maxim of Sympathy. 
     .Minimize antipathy between self and other. 
     .Maximize sympathy between self and other. 




                                                             
1.3.3.1 Maxim of Tact （気配りの原則） 
 (a) 他者の負担を最小限にせよ 








a. Answer the phone.                
b. Will you answer the phone?           
c. Could you possibly answer the phone?        (Leech 1983:108) 
 
 上記の例文から分かるように、3 つの例文全ては、「電話に出て」という同じ発話内容が










a. Peel these potatoes.                
b. Sit down.                 









トネスの問題を探る際に、「利益」と「負担」の 2 つの概念が重要であることが分かる。 
 
1.3.3.2 Maxim of Generosity （寛大性の原則） 
 (a) 自己の利益を最小限にせよ 










a. Could I borrow this electric drill?       
d. Could you lend me this electric drill?  (Leech 1983:107) 
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1.3.3.3 Maxim of Approbation （是認の原則） 
 (a) 他者への非難を最小限にせよ 











1.3.3.4 Maxim of Modesty （謙遜の原則） 
 (a) 自己への賞賛を最小限にせよ 












1.3.3.5 Maxim of Agreement （一致の原則） 
 (a) 自己と他者との意見相違を最小限にせよ 








b. いや、とても中味のある充実したいい演説でしたよ。    
                     （山岡・牧原・小野 2010:71） 
 








1.3.3.6 Maxim of Sympathy （共感の原則） 
 (a) 自己と他者との反感を最小限にせよ 




























1.3.4 Brown and Levinson (1987) 
 B&L は、Goffman(1967)のフェイスの概念を引用し、ポライトネス理論を以下のよう
に提示している24。 





















1.3.4.1 FTA 行為 
Ⅰ. 聴者の消極的フェイスを脅かす FTA 
①聴者に何らかの行為をさせようとする行為   例：命令、依頼、提案、助言など 
②聴者に利益を与える話者の未来の行為     例：提供、約束など 



























 以上、B&L が指摘した FTA 行為を見てきたが、FTA がいつでも、どの発話内容でも同
様なわけではない。発話の中で様々な要因により、その FTA の度合いの大きさが異なる。




FTA 度計算式（Computing the Weightiness of an FTA） 
Wx＝ D（S、H）+P（H、S）+ Rx 
 
D（S、H）：話者 S と相手 H の社会的距離（social distance） 
P（H、S）：相手 H の話者 S に対する相対的力（power） 



























 以下は、B&L の 5 つのポライトネス・ストラテジーを表す図である。 
 
 
図 1-1 B&L のポライトネス・ストラテジー 
 




























 図 1-1 から分かるように、補償行為として、FTA を行う際には、積極的ポライトネスと、
消極的ポライトネスに分かれる。つまり、積極的ポライトネスを示そうとしても、それは
FTA を行っていないわけではなく、むしろ FTA を行いながらも、相手にかける負担度を
減らし、良好な人間関係を維持するストラテジーとなる。そのため、「相手に好かれたい、
評価されたい」という積極的フェイスに働きかけるストラテジーであると言える。例えば、














2. FTA に対して謝罪することで補償する 
例：すみません。恐縮ですが、ペンを貸していただけませんか。 
  3.直接的表現を避ける  例：ペンを貸してくれたら嬉しいな。 









⑤ FTA を行わない 
 FTA を行わないというストラテジーを用いるのは、相手のフェイスを脅かす危険性が非
常に高いとき、FTA の度合いを減らすよりも、むしろ FTA を全く行わないと決断するこ
とである。例えば、学生が教授から依頼を受けたとする。その場合、学生が非常に忙しい
状況に置かれても、教授の依頼を断る FTA の度合いが非常に高いと感じたとき、断らな
いことにするという FTA そのものを行わないことである。 
 以上、B&L のポライトネス・ストラテジーをまとめると以下のようになる。 





























           表 1-1  配慮表現の原理 
 ① ポライトネスの原理 ② 配慮表現の原理 
   （Ⅰ） 
気配りの原則 
(a) 他者の負担を最小限にせよ (a) 他者の負担が大きいと述べよ 
(b) 他者の利益を最大限にせよ (b) 他者の利益が小さいと述べよ 
（Ⅱ） 
寛大性の原則 
(a) 自己の利益を最小限にせよ (a) 自己の利益が大きいと述べよ 

























パターンを以下の図 1-2 のようにモデル化した。 
 





































































るコミュニケーション・スタイルとして、6 つの様式を対にして、以下の 3 つのグループ
に分類している。表 1-2 は、これらの様式をまとめたものである。 
 



































































































 第 2 章「研究方法」では、本研究におけるポライトネスの捉え方及び、研究対象とする
「断り」発話の定義について詳しく論じる。そして、第 1 章でまとめた先行研究の問題点
をどう解決していくか、詳しく記述した上で、研究課題と研究方法を述べる。 
























































「典型的な FTA の 1 つである」（山岡・牧原・小野 2010:164）とする。断り発話の目的
と語用論的条件は以下のとおりである。 
目的：参与者 A の発話内容を参与者 B が受け入れないこと。 
 
語用論的条件： 
① 当該行為が参与者 B の意志によってなし得る行為であること。 
② 参与者 B が当該発話を行うことを参与者 A は欲してないこと 
用例：「駅まで迎えに来てくれないか」「今、取り込んでるんだよ」 
                          （山岡・牧原・小野 2010:130） 
 










(1) 学生：asfa msh ha`dar aroħ ăshan kharga maă babaya we hanzor ħad arebna. 
 (すみません。行くことができません。お父さんと一緒に出かけます。そして
親戚を尋ねて行きます。) 















は NPS、相手との人間関係を保つための言語行動を行うことは PPS となる。つまり、ネ
ガティブ・ポライトネスである「断り」行為を行いつつ、PPS を用いることによって「断



























































































































































度副詞）の 4 つとする。 
 
2.2 研究課題 
 1.2節で論じた先行研究の問題点をふまえて、本研究では以下の 3つの課題を設定する。 
 




































「親しい友人」、「知り合い」の 3 種類を設定した。つまり、依頼と勧誘それぞれ 6 場面、









32 調査詳細は、第 4 章で詳しく論じる。 
 49 
表 2-1  調査場面 
 依頼場面 勧誘場面 
断りやすい 依頼Ⅰ：飲み物の購入依頼  勧誘Ⅰ：食事の誘い 






 本研究で扱う調査方法及び、調査対象者、調査目的を以下の表 2-2 と表 2-3 にまとめる33。 
 

















































の日本人大学生 (39 名) 





















表 2-3 日本語学習者の調査情報 
アラビア語を母語とする日本語学習者 
























































































































































































































図 3-1 から図 3-4 で示した上で、表 3-1 で両コンテキストの特徴や、これらの特徴から予
想できる言語現象の特徴をまとめる。 
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図 3-2 低コンテキスト言語における会話当事者の情報量 
 













      話し手の発話量                       聞き手 
                                              
                                        
 
 























図 3-4 低コンテキスト言語における断り 
 
 図 3-4 は、話し手の発話量が、そのまま聞き手に届くため、「金曜日はちょっと」とい
う話し手の断りに対して、聞き手が結論の判断に戸惑い、言葉が持つ本来の意味で解釈し、
結論を求めることが予想される。 
 以下の表 3-1 は、先に述べたように、筆者が考える高コンテキスト言語と低コンテキス
ト言語の特徴や、それらの特徴から予想される言語現象の特徴をまとめたものである。 
 
表 3-1 高コンテキスト・低コンテキスト文化・言語の特徴 
高コンテキスト文化・言語コミュニケーションの特徴 
聞き手の能力を期待するために下記のような傾向が見られる。 
 直接的表現より、間接的表現や緩和表現を好む （モダリティの使用） 




                                            

































































(1) 学生：すみません。今忙しくて．．．。             
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(2) 学生：asfa msh ha`dar aroħ ăshan waldety ăayana w lazem arawaħ bdry. 
(すみません。行くことができません。お母さんが病気なので、早く帰らない
といけない。) 
























                                            
37「the speaker,unconsciously depending on the other person and the communicative 




























(6)Today is Saturday. 
                               （井出 2006:34） 






(7) elnaharda elsabt.         （作例） 
























 学生：maălsh ya doctor ana asef ăndy zorof msh ha`dar aroħ m3ako. 




 親しい友人：la msh ha`dar aroħ măako ăshan harawaħ elbet.  

























コミュニケーション様式として、以下の 3 つの様式をまとめ、各様式の中で 2 つの異なっ






































(12) 先生：băd elmoħadra matekhlas hanokhrog nakol koshary maă băd kolna eh  
          ra`yak matygy măana. 
      （授業が終わったら、みんなでコシャリを食べに行く。一緒に来ませんか。） 
    学生：maălsh msh ha`dar agy măako laeny rayħa maă omy meshwar mohm khales 
(ごめんなさい、一緒に行くことができません、お母さんととても大事な用事が
あり、一緒に行きます。)  
                      （「謝罪」+「直接的断り」+「理由」） 
 
(13) 親しい友人：maălsh momkn atlob mnak talab .momkn tesawarly elwaraa` btaă   
moħadret embareħ el ghbt fyha. 
               （ごめん、お願いしてもいい。きのう欠席した授業のプリントをコピーして
くれる。） 
   あ な た ： msh ha`dar elnaharda ăshan waraya ħaga fy elmoħadra dy lsa 
maħaddartahash. 
             (今日できません。今の授業のためにやることがあるけど、まだ準備が終わっ
ていないから。) 













    あなた：そっか。めっちゃ行きたいけど、今日は別の用事が入ってるわ。ごめんね。
楽しんできて。 




    あなた：  ごめん。その日は用事があるんだよね。また今度誘ってね。 































直接的なスタイル  (食事の誘いに対する断り) 
(16) la   「直接的断り」 
   (No) 
     maălsh ,   「謝罪」 
     (sorry) 
     khaliha yom tany ,  「代案提示」 
     (make it another day.) 
     elsabt elgay ana mashghula khales.  「理由」 
     (I am very busy next Saturday.) 










(17) ana ħases en ana taăban w moghad       「理由」 
    (I feel that I am tired and exhausted) 
    w msh ha`dar aa`om bi shoghly kwys         「理由」 
    (and will not be able to perform my jop well.) 













   私、先生に呼ばれまして、すみません。 
                     （「理由」+「謝罪」） 




























        （「謝罪」+「共感」+「理由」+「謝罪」） 
                                （権 2008:229） 
(20)（兄からの要求に対する「断り」） 
 お菓子と飲物適当に買ってきてくれない。 
  うん〜、家にある菓子食べれば。 
                   （「代案提示」） 














  la              「直接的断り」 
  (No) 
    bsaraħa ana ăndy ħomoda.    「理由」 
    (Frankly,I suffer from some acidity.) 
    msh ha`dar akol cake.        「直接的断り」 
    (and will not be able to eat cake.) 
    maălsh                   「謝罪」 
    (Sorry) 























        （「謝罪」+「理由」） 
                                                 (DCT 調査から) 
 
(23) （弟からの要求に対する「断り」） 
 お兄ちゃん、5 千円あれば、貸し手くれない。 
   わりい。 
        （「謝罪」） 






















   ma`darsh aroħ                       「直接的断り」 
    (I cannot go) 
  aăod hnak lewaħdy   「理由」 
    (and stay there by myself) 
  heya băyda gdan ăan ahly  「理由」 
    (It`s very far from my family) 
   kaman,lazem akhud baly men mamty   「理由」 
    (Besides, I also have to take care of my mother) 
    w ma`darsh asafer elmasafa dy kolaha   「理由 
    (and I cannot travel all this distance) 
    waăod lewaħdy fi elwagh elebly   「理由」 
    (and live alone in Upper Egypt)              
                                      （Nelson・ElBakary・Al Batal 2002:50） 
 
































(25) 学生：ya doctor ana msh hăraf asawar el waraa` w agybo măaya.laeny msafra w 



















           （「代案提示」） 

















想される談話の種類を以下の表 3-2 と表 3-3 にまとめることができる。 
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表 3-4 断り談話に見られるコミュニケーション様式の特徴 
 曖昧な「理由」 具体的な「理由」 直接的断り 
①直線的スタイル × ○ ○ 
②螺旋的スタイル ○ × × 
③飛び石的スタイル ○ × × 
④石畳的スタイル × ○ △ 
⑤情報重視スタイル × ○ △ 
⑥人間関係重視スタイル ○ △ × 
⑦自己開示コミュニケーション × ○ △ 
⑧直接的コミュニケーション △ △ ○ 
⑨間接的コミュニケーション △ △ × 
⑩高文脈型 ○ △ × 
⑪低文脈型 × ○ ○ 
   表中の「○」は有効、「×」は無効、「△」は状況によることを示す。 
  
3.9 人間関係を考慮したコミュニケーション様式の異なり 










調査場面は、依頼と勧誘それぞれ 6 場面、合計 12 場面における断り構造を細かく分類し、
 78 
比較分析した。両言語母語話者の「勧誘」に対する「断り」と「依頼」に対する「断り」
の比較を、以下の図 3-5 から図 3-8 で示す。 
図中の JNS は日本語母語話者、CNS はアラビア語母語話者である。 
    
 
図 3-5 依頼における各関係に対する意味公式の出現率-CNS 
 
 
























図 3-7 依頼における各関係に対する意味公式の出現率-JNS 
 
 















































 学生：maălsh ya doctor ana asef ăndy zorof msh ha`dar aroħ măako. 
    （ごめんなさい先生、すみません 事情があって、一緒に行くことができません。） 
                              （「謝罪」+「謝罪」+「理由」+「直接的断り」） 
 








(28) 親しい友人：băd elmoħadra hanroħ kolna nakol koshary matygy măana. 
       (授業の後みんなでコシャリを食べに行くけど、一緒に行かない) 
    あなた：     ana msh bakol brra w belzat elkoshary msh bykon ħelw. 
          （私は外で食べない。特にコシャリ。おいしくないから） 






     学生：すみません。授業の直前までちょっといないんです。   
                        （「謝罪」+「理由」） 
 
(30) 先生：来週の水曜日の授業までに、この教材をコピーしておいてください。 
     学生：申し訳ありません。来週の授業は実習のためお休みすることになりそうなん    
です。別の人にお願いできますか？お役に立てなくてすみません。 





















 第 1 章で述べたように、本研究では文化的差異にふれながら、それが反映する日本語と
アラビア語のポライトネスと配慮表現の違いを明らかにすることを目的としている。従っ
て、両言語で好まれるコミュニケーション様式の違いについて考察した結果、文化とポラ
イトネスとの関わりを以下の図 3-9 と図 3-10 でまとめることができる。 
 
 

















































































































 本章では、第 3 章の議論に基づき、日本語とアラビア語の背景にある文化的差異によっ
て、両者が好む配慮表現や、相手への配慮の示し方のメカニズムが異なる点について考え







































 ① 程度の副詞 

























例：(1) safart yawm alăotla. 
      休日の日に旅行に行った。 
 
「場所の副詞」：fawk,taħt,amam,waraa   （上、下、前、後ろ） 
例：(2) galast taħt alshagara. 







例 例 機能 





































 意識調査ⅠとⅢでは、カイロ大学アラビア語アラビア文学部の大学生 121名（女性 102
名、男性 18 名）を対象にアラビア語でアンケート調査を行った。そして、意識調査Ⅱで














                                            







表 4-2 調査場面 
 依頼場面 勧誘場面 
断りやすい 依頼Ⅰ：飲み物の購入依頼 勧誘Ⅰ：食事の誘い 
断りにくい 依頼Ⅱ：教材のコピー依頼 勧誘Ⅱ：誕生パーティーの誘い 
 




表 4-3 断りにくさの判断基準 
1．簡単に断れる    
2．相手に少し気を遣うが、断ることができる  
3．慎重に言葉を選んで断る    
4．断ることができない 
 









                                            






 以下の図 4-1 と図 4-2 では、各言語の母語話者が各場面において用いた「とても」、「少
し」、「副詞なし」の選択率を示している。場面内容が異なることによって調査結果がどの
ように異なるかを見ていく。 




図 4-1 アラビア語における程度副詞の選択 
  






                                            








  12% 
22.5% 
12% 

























 本節では、日本語母語話者の調査結果を提示する。図 4-2 の Totemo は「とても」Sukoshi
は｢少し｣、fukusi nasi は「副詞なし」を表している。 
 
 
図 4-2 日本語における程度副詞の選択結果 
 




















































                                            

















 アラビア語における勧誘場面の違いを以下図 4-3 で示す。 
 
 































図 4-4 アラビア語の依頼Ⅰと依頼Ⅱの比較 
 
図 4-1 を見ると、依頼Ⅱ（問 4）では、問 1〜問 3 つの質問に比べ「gdan」(とても)の
使用率が下がり、「shwya」（少し）と「副詞なし」の使用率が上がる傾向があった。また、





























 日本語における勧誘場面の違いを以下図 4-5 で示す。 
 
 
図 4-5 日本語における勧誘場面の違い 
 



























図 4-6 日本語の依頼Ⅰと依頼Ⅱの比較 
 





























図 4-7 4 場面における「少し」の比較結果 
 
 日本語では、図 4-7 から分かるように、納得の度合いが低い「少し」の選択率は、場面































 図 4.8・4.9 中の勧誘Ⅰ・Ⅱ、と依頼Ⅰ・Ⅱの内容は、以下の表のとおりとなる。 
 
表 4-4  断りにくさの場面内容 
勧誘Ⅰ 食事の誘い 依頼Ⅰ 教材のコピー依頼 
勧誘Ⅱ 誕生パーティーの誘い 依頼Ⅱ 飲み物の購入依頼 




図 4-8 日本語における断りにくさの判断 
 
図 4-9 アラビア語における断りにくさの判断 
 

























































4.4.3.3.1  アラビア語に見られる性差 




























































































































































































































































































図 4-19 配慮表現の原則とコミュニケーション様式の関連 
 



































































































































B’ ： shwya soghayara 
C’ ：？ elcola shwya…. 
 










(5)  金曜日はちょっと．． 









































たっきりまた連絡がありません。             





























語話者 3 名に判断を依頼した次の例を見たい。 
 













A: 注文来ないなー。    
B: そうだね。2 時間も経ったのに。 
C: ちょっと、遅いね。 
 


















A: えー、ちょっと！ちょっとだけなら、警察やめろ。  
                           （「こちら本池上署」） 
 

































































































 以下、3 つの質問項目の結果を図 4-21 で示す。 
 
 























































































                                            
48 それについて、第 6 章の 6.7 節で詳しく論じる。 
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表 5-2  各意味公式で用いられる表現形式及び、それらの例文 
意味公式
分類 












































































































例）khally ħad tany yroħ 
（他の人に行かせて） 





































例）ya ret knt aa`dar  
（できればよかったのに） 



















































例）matroħ enta tgyeb le 
nafsak（自分で買いに行け） 
例）enty ezay totloby talab 
zay da（あなたは、どうやっ
てこんな頼みごとをするの） 
例）enty betharagy wla eh. 
（あなたふざけているでし
ょう） 
例）enta msh ăndak reglen 
troħ tgeb wla eh!! （買いに
行くのに、あなたは両足がな
あるんじゃない！！） 




っと 例）in sha allah （インシャ
ーアッラ 「ー神様」が望めば） 
  表中の J は日本語母、A はアラビア語を指す。 
 
5.3 ポライトネスと配慮表現について 
 第 1 章では、Leech(1983)と、山岡・牧原・小野（2010）の双方について詳しく論じた
が、本節で実際にこれらを用いて分析するに当たって、改めて以下に提示する。 
 
5.3.1 Leech のポライトネス原則 
Maxim of Tact （気配りの原則） 
 (a) 他者の負担を最小限にせよ 
  (b) 他者の利益を最大限にせよ 
 
Maxim of Generosity （寛大性の原則） 
 (a) 自己の利益を最小限にせよ 
  (b) 自己の負担を最大限にせよ 
 
Maxim of Approbation （是認の原則） 
 (a) 他者への非難を最小限にせよ 
  (b) 他者への賞賛を最大限にせよ 
 
Maxim of Modesty （謙遜の原則） 
 (a) 自己への賞賛を最小限にせよ 
  (b) 自己への非難を最大限にせよ 
 
Maxim of Agreement （一致の原則） 
 (a) 自己と他者との意見相違を最小限にせよ 
  (b) 自己と他者との意見一致を最大限にせよ 
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Maxim of Sympathy （共感の原則） 
 (a) 自己と他者との反感を最小限にせよ 
  (b) 自己と他者との共感を最大限にせよ 
 
5.3.2 山岡・牧原・小野（2010）の配慮表現の原理 
Maxim of Tact （気配りの原則） 
 (a) 他者の負担が大きいと述べよ。 
  (b) 他者の利益が小さいと述べよ。 
 
Maxim of Generosity （寛大性の原則） 
 (a) 自己の利益が大きいと述べよ。 













まりは、PPS としているが、（「直接的断り」+「謝罪」）は NPS としている。つまり、断











なく、場合によっては PPS と解釈できることがあると思われる。 
 例えば、「ごめん。無理」は NPS であり、「ごめんなさい、用事があるので、また今度」
の「謝罪」は PPS である。要するに、PPS である意味公式と組み合わせて使われる「謝








を優先し「断り」を行うので NPS と言える。 
 日本語で最も多く使われる「直接的断り」は、可能表現の否定「行けない」である。山
岡・牧原・小野（2010:164）は、断り発話における可能表現の使用について次のように述















(2)  （教材のコピー依頼） 
 学生：ごめんなさい。ちょっと用事があるので、できそうにないです。 
 















 「理由」の意味公式は、伊藤（2005）では NPS とされているが、本研究においては、






















   あなた：すみません。金曜日はちょっと…。 
                               （「謝罪」+「間接的断り」） 
 
(5) 親しい友人：なんでもいいから、飲み物買ってきてくれない。お金渡すから。 
  あなた：ごめんなさい。今ちょっと手が離せなくて…    




    あなた：ごめん。ちょっと用事があるから行けないんだ。 


















                    （「謝罪」+「理由」+「直接的断り」） 
 
(8) （飲み物の購入依頼） 
 親しい友人：ごめん。今から行くとこあるんだ。  

























    あなた：ごめん。忙しいから他の人に頼んでくれる？ 




    あなた： ちょっとコピーする時間ないからごめん…。他の人にお願いしてもらって 
もいい？ 




    あなた：あ、わたし。あれなくしちゃったんだよね。ごめん。ほかの人に頼んでもら
ってもいい？ 












































































































   あなた：そっか。めっちゃ行きたいけど今日は別の用事が入ってるわ。ごめんね。
楽しんできて。 




   あなた：せっかくのお祝いなのでぜひお伺いしたいのですが、用事が入ってしまって
います。すみません。 





























   あなた：そうなんですか。ぜひ行きたいんですが、今日は別の用事が入ってしまっ  
ていて。せっかく誘っていただいたのにすみません。 




     あなた：いいですね。とても行きたいのですが、今日は外せない用事があるんです。 
せっかく誘っていただいたのにすみません。また、機会があれば、よろしくお
願いします。 























     あなた：ごめん。この後用事があって行けないんだ。また次誘って。 




     あなた：ありがとう。でも授業の後用事があって…..。また今度行きましょう。 





      あなた：ああ、まじかー…行きたいけどさあ、このあとバイトがあってさあ。ごめ
んね、まじ。今度また行こうーよ50。 












    あなた：いいですね。とても行きたいのですが、今日は外せない用事があるんです。
せっかく誘っていただいたのにすみません。また、機会があれば、よろしく
お願いします。 




   あなた：あ、本当ですか。すみません、今日はちょっと、このあとアルバイトに行か
なければいけなくて…また今度、すみません。ぜひご一緒させてください。 
              （「謝罪」+「理由」+「関係維持」+「謝罪」+「関係維持」） 
 
 





     あなた：あ、今日だめなんだ…ごめんね！また行くときさそって！  





























     あなた：自分で行け 




















(27)  （飲み物の購入依頼） 
 親しい友人：えー、自分で行けないのー？うーん、行ってあげられたら良かったけど。
ちょっと都合悪いしな。別の人に頼んでよ。ごめんね 。 


















    表 5-3 日本語の断り発話における意味公式とポライトネス原則の関連性 
意味公式の分類 ポライトネスと配慮表現の原則 
「謝罪」 （B&L 1987）NPS と PPS 






































(28)  （教材のコピー依頼） 
 親しい友人：ana asfa gdan maălsh ,ana msh fadya delwa`ty.  
          （とてもすみません、ごめんなさい。私は今暇じゃない。） 





(29)  （食事の誘い場面） 
 学生：ana asfa awy ya doctor,bs maălsh msh ha`dar aroħ.   
          （とてもすみません先生、ごめんなさい行くことができません。） 
                 （「謝罪」+「謝罪」+「直接的断り」） 
 
 (30)  （食事の誘い場面） 
  学生：ana asfa gdan gdan ya doctor.bgad kan nefsy aħdar,bs llasaf msh ha`dar.ya ret 
elmawdoă da yetkarar fy wa`t tany.     （食事の誘い場面） 
 (とても、とてもすみません先生。本当にすごく参加したかったけど、残念ながら
できません。でも、ぜひまた今度同じ機会があればと思っています。) 
















(31) 親しい友人：la msh hayenfaă lsa wakel ħalan． 
           （いいえ、無理。今食べたばかり） 
            （「直接的断り」+「直接的断り」+「理由」） 
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(32) 学生：asfa gdan ya doctor msh ha`dar aroħ. ăndy emtăħan w lazem azaker. 
（とてもすみません先生、行くことができません。試験があって、勉強しな
ければなりません） 






え)と「msh hayenfaă」(無理)、「msh ha`dar」（できない）より、「msh ha`dar…」(．．．．
ことができない)の方が丁寧であると考えられる。 




















(33)  (飲み物の購入依頼) 
  知 り 合 い ： maălsh wallahy ana tăbana awy msh a`dra,law a`dra kont 
nezelt .matezăalysh.     
               （ごめんワッラーヒ（誓い）私はとても疲れているのでできません、行
けるなら行ったけど。怒らないで。） 
           （「謝罪」+「理由」+「直接的断り」+「共感」+「関係維持」） 
 
(34)  （教材のコピー依頼） 
 親しい友人：asfa wallahy ana mestaăgela gdan.    
       （すみませんワッラーヒ（誓い）私はとても急いでいる。） 
                    （「謝罪」+「理由」） 
(35)  （食事の誘い場面） 
 親しい友人：maălsh ăndy ħagat ktyr ăayez aămelha.    
      （ごめん、やりたいことがたくさんあるから。） 
                        （「謝罪」+「理由」） 
 
(36) （教材のコピー依頼） 
 学生：maălsh ya doctor.măaya kotob w ħagat ktyr,w msh haăraf ashyel. 
       (ごめんなさい先生、本と色々他の物もたくさん持っているので、運ぶことができ
ません。)   






























(37)  （教材のコピー依頼） 
 知り合い：maălsh ana ăndy măad delwa`ty ħalan.  
     （ごめん、ちょうど今約束があります。） 












(38)  （誕生パーティーの誘い） 
 知り合い：asfa asly metăweda azor yom elgomăa belzat geddy.  
     （すみません、特に金曜日にいつもお爺さんのところに行っているから。） 
                     （「謝罪」+「理由」） 
 
(39)  （誕生パーティーの誘い） 
 親しい友人：ana kharga yom el gomăa maă baba w mama 
      （金曜日お父さんとお母さんと一緒に出かけます。） 








(40)  （食事の誘い） 
 学生： maălsh ya doctor lazem arawaħ badry.  
    （ごめんなさい先生、早めに帰らなければなりません。） 

















し、図 5-3 で見てきたように、「代案提示」は常に PPS になるわけではなく、相手の利益









(41)  （教材のコピー依頼） 
 知り合い：maălsh ana asfa otlob mn ħad tany ăshan moħadraty msh kamla,aw 
aħawel adawarlak ăleha maă ħad wa agybhalak. 
         （ごめんなさい。すみません、私のプリントが完成していないので別の人に頼
んで、または他持っている人を探して持って来てあげるようにする。）  
          （「謝罪」+「謝罪」+「代案提示」+「理由」+「代案提示」） 
 
 上の発話例では、「代案提示」が 2 回出現している。一回目は、「otlob mn ħad tany」（他
の人に頼んで）のように、断り手がまず消極的な「代案提示」を用いている。その後積極
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(42)  （教材のコピー依頼） 
 親しい友人：maălsh elmoħadra msh kamla bas haħawel agybhalak mn ħad tany. 
（ごめん、私のプリントが完成していないんですが、他の人から持って来
てあげるようにする。） 










(43)  （教材のコピー依頼） 
 親しい友人：wallahy ana mashghola khales ,bs khalyha yom tany w hasawarhalek. 
            （ワッラーヒ（誓い）私はすごく忙しいけど、コピーしてあげるから別の日
にして。） 






(44)  （教材のコピー依頼） 
 知り合い：la wallahy ana mashghola gdan,lkn mona ħadaret elmoħadra dy momkn 
takhdyha mnha, aw takhdyha mny fy yom tany. 
      (いいえ、ワッラーヒ（誓い）私はとても忙しいけど、モナさんが授業に出
席したので、彼女からもらえると思う。または、別の日に私からもらってもい
い。)  















(45)  （教材のコピー依頼） 
 親しい友人：ana taăban delwa`ty,khod enta elwara`  w sawaro.  
        （私は今疲れている。プリント持って、自分でコピーして。） 
                （「理由」+「代案提示」） 
 
(46)  （教材のコピー依頼） 
 親しい友人：maălsh ana msh fady ,khally ħad yesawarhalak.  
         （ごめん、私は暇じゃない。他の人にコピーさせて。） 






















(47)  （食事の誘い） 
 知り合い：knt atmanna akol măaky,marra tanya by eznellah.    
     (一緒に食べるのを願っていたのに、また今度ビエズネッラー。) 
                       （「共感」+「関係維持」） 
 
(48)  （誕生パーティーの誘い） 
 知り合い：dy forsa hayla wallahy bs lelasaf haroħ azor ħad maryd mn ahly fa msh 




              （「共感」+「理由」+「理由」+「関係維持」） 
 
(49)  （誕生パーティーの誘い） 
 親しい友人：ya khosara kan nefsy aroħ bas,ana maăzoma elyom da w ma`darsh 
aătazer lohom.  
       (残念ですね、すごく行きたかったけど、その日に誘いを受けていて、断
れないんだ。) 
                   （「共感」+「理由」+「理由」） 
 













 例(49)では、「ya khosara」(残念ですね)や「kan nefsy aroħ」（すごく行きたかった）










(50)  (食事の誘い) 
 親しい友人：ah yakhosara ăndy meshwar mohm fy el yom da.mota`sefa.w enta ăaref 
eny ma`darsh arfodlak talab bs bgad asfa.     
      （ああ、残念。その日に大事な用事があります。ごめんなさい。あなたの依
頼を断れないと知っているよね。でも本当にごめんなさい。） 
              （「共感」+「理由」+「謝罪」+「共感」+「謝罪」） 
 
(51)  (飲み物の購入依頼) 
 知 り 合 い ： maălsh wallahy ana tăbana awy msh adra,law adra kont 
nezelt .matezălysh. 
        （ごめんワッラーヒ（誓い）私はとても疲れていてでできません、でき
るなら行った。怒らないで。） 
           （「謝罪」+「理由」+「直接的断り」+「共感」+「関係維持」） 
 
 上記の 2 つの発話例では、今まで見てきた「共感」表現と異なるポライトネスのメカニ
ズムが働いていると思われる。例(50)は食事の誘い場面であり、使われた「共感」表現は

























同情が得られ、断りの FTA を軽減しようとしているのである。 


































(52)  (食事の誘い場面) 
 知り合い：ana asfa,ana taăbana gdan.mrra tanya in sha allah. 
     （すみません。とても疲れているので、また今度インシャーアッラー。） 
                  （「謝罪」+「理由」+「関係維持」） 
 
(53)  (食事の誘い場面) 
 知り合い：kont atmanna akol măaky,marra tanya by eznellah. 
            (一緒に食べるのを願っていたのに、また今度ビエズネッラー。) 
                       （「共感」+「関係維持」） 
 
 これらの例文から分かるように、アラビア語の断りで使用される「関係維持」表現は、


















(54)  (飲み物の購入依頼) 
 知 り 合 い ： maălsh wallahy ana taăbana awy msh adra,law adra kont 
nezelt .matezălysh.      
（ごめん本当に私はとても疲れているのでできません、できるなら行
ったけど。怒らないで。） 
          （「謝罪」+「理由」+「理由」+「共感」+「関係維持」） 
 
(55)  (食事の誘い) 










 親しい友人：ana asfa ana mashghola gdan wallahy, matezălysh. 
       （ごめんなさい、本当に私はとても忙しい。怒らないで。） 
                   （「謝罪」+「理由」+「関係維持」） 
 


























(57)  （飲み物の購入依頼）    
 親しい友人：matroħ tgyeb benafsak, ăshan ana merawaħa lelmetro.  
      （自分で買いに行きなさい。私は電車に向かって帰るから） 
                        （「非難」+「理由」） 
 
(58)  （飲み物の購入依頼）    
 親しい友人：matroħ enta tgyeb le nafsak.   
        （自分で買いに行きなさい） 










(59)  （飲み物の購入依頼）    
 親しい友人：enty ezay totloby talab zay da!   
      （あなたは、どうやってそんな頼みごとをするんですか。） 
                           （「非難」） 
 
(60)  （飲み物の購入依頼） 
 親しい友人：enty betharagy wla eh.  
            （あなたふざけているでしょう） 
                               （「非難」） 
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(61)  （飲み物の購入依頼）    
 親しい友人：enta msh ăndak reglen troh tgeb wla eh!!    
           （あなたは歩いて自分で買いに行くのに、足がないの！！） 






























   表 5-4 アラビア語の断り発話における意味公式とポライトネスの原則の関連性 
意味公式の分類 ポライトネスと配慮表現の原則 
「謝罪」 新：表現レベル:「自己の申し訳ない気持ちが大きいと述べよ」 




 行動レベル：(a) 他者の負担を最小限にせよ 
  行動レベル：(b) 他者の利益を最大限にせよ 
（寛大性の原則） 














































がよく行われる。例えば、「enta matatakhaylsh ana tăbt ezay」（あなたは想像できない
























































































                                            
51 ロールカードの詳細は、資料Ⅴを参照されたい。 
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6.3 第 2 言語学習者の断り発話に見られる転移について 



















































































































(1) T  今日は授業の後みんなで寿司を食べに行くので、一緒に行きましょうか。 
   S2  いいえ、すみません。用事があります。   
















 T  お願いだけど、この教材を20部、来週の水曜日の授業までにコピーをしてもらいたい
のですが、大丈夫ですか。 
 S9  いいえ、先生すみません。ちょっと試験がある。できません。 













































  T  あのうちょっとお願いがあるんですけど、このお金で飲み物を買ってもらえる？ 
  S12  申し訳ありませんが、今朝バスで行くとき、誰かが私の足を踏んだので、今歩く
のが大変。 




(4) 3 年生 




H  慣れるから一緒に行こうよ。 
F2  ごめん、できない。 
























  H  みんなで授業のあとで寿司を食べない？ 
  F1  ちょっとー。 
  H  どうしたの？ 
  F1  母が反対するかもしれない。 
                   （「理由」） 
 
(6) 
  T  今日授業の後みんなで寿司を食べに行くので、一緒に行きましょうか。 
  S5  お誘い本当にありがとうございます。でも、ちょっとですね。都合が悪くて。 
  T  そうですか。ちょっと大丈夫ですか? 
  S5  はい、大丈夫です。 
  T  本当、じゃ、また今度。 
  S5  はい、ありがとうございます。 
  T  どういたしまして。 
















(7)  3 年生 
  T  今日の授業の後みんなで寿司を食べに行くので、一緒に行きましょうか。 
  S3  いいえ、出来ませんね。用事があります。 
  T  ああ、そうですか。じゃ、また今度。 
  S3  はい、お願いします。 
                （「直接的断り」+「直接的断り」+「理由」） 
 
(8) 4 年生 
  T  今日授業の後みんなで寿司を食べに行くので、一緒に行きましょうか。 
  S6  ごめん、今日は無理だし。 
  T  ええー無理ですか。なんでですか。大丈夫.? 
  S6  ちょっと頭が痛い、一日中。 
  T  ええー、本当大丈夫ですか。 
  S6  大丈夫です。 
  T  ちょっと医者に行ってください。 
  S6  行きたい。 
  T  じゃ、また今度大丈夫。 






















   H  B ちゃん、授業のあと、まー、寿司を食べにいかない？ 
   F4  きょー。すみません、A ちゃん。疲れたー。 
   H  きみはいっつも疲れている。どうしようかなー。 
   H  ＜笑い＞じゃ、また今度。 
   F4  はい。 







   H  B ゃん、一緒寿司を食べに行きませんか？ 
   F5  すみません、A さん。漢字の試験がありますから。 
   H  あーー、(勉強したいです)じゃ、頑張ってください。 
   F5  頑張ります。 
                     （「謝罪」+「理由」） 
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（以下、H は「依頼者」「勧誘者」で、M は「知り合い」とする） 
 (11) 
  H  じぎょうのあとーは、一緒すしー、寿司、寿司をた、食べに行きましょうか？ 
  M1  えーっと、授業のあとはーー、ちょっとー、用事がありますから、すみません。
ごめんなさい。 
                              （「理由」+「謝罪」+「謝罪」） 
 
 (12) 
  H  B ちゃん、今日はー、お寿司を食べにいかがですか？ 
  M5  あー、A さん、妹の誕生日ですからー、すみませーん。 
  H   おめでとうございます。残念ですね。(はい)また今度お願いします。 
  M5  はい。 













  T  あのう、授業のあとでー、みんなでー、お寿司を食べに行きますよ。一緒に行きま
せんか？ 
  S1  えーっとー、授業のあとはー、すみません。え、母と約束がありますから。 
  T  分かりました。残念です。また今度ね。 




  T  あのう、授業のあとで、みんなでー、お寿司を食べに行きますよ。一緒に行きませ
んか？ 
  S2  すみませーん。友達と会いますからー。(はい)今度お願いします。 
  T  分かりました。じゃ、また今度ね。 











  T  あのう、じゅぎゅうのあとでー、みんなでー、お寿司を食べに行きますから、一緒
に行きませんか？ 
  S5  えーと、すみません。約束があります。 
  T  あ、はい。分かりました。じゃ、また今度ね。 
             （「謝罪」+「理由」） 
 
 (16) 
  T  あのう、授業のあとでー、みんなでー、お寿司を食べに行きますから、一緒に行き
ませんか？ 
  S7  すみません。約束がありますから。 
  T  はい、分かりました。じゃ、また今度ね。 




  T  あのう、授業のあとで、みんなでー、お寿司を食べに行きますから、一緒に行きま
せんか？ 
  S10  すみません、先生。用事がありますから。 
  T  はい、分かりました。また今度ね。 
            （「謝罪」+「理由」） 
 
 (18) 
  H  えーっと、B くん。来週の金曜日は、私の誕生日です。アズハルパークで、私の誕
生のびのぱーとをします。ぜひ来てください。 
  F1  あー、／沈黙 2 秒／A さん、えー、すみません。私はー、／沈黙 2 秒／カイロ大
学へ行きます。 
  H  ダメですかー？ 
  F1  え？ 
  H  ダメですか？ 
  F1  ああ、残念ですね。 











  T  あのう、授業のあとで、みんなでー、お寿司を食べに行きますよ。一緒に行きませ
んか？ 
  S3  あー、すみません。時間がありー、ありません。 
 186 
  T  はい、分かりました。じゃ、また今度ね。 
                             （「謝罪」+「理由」） 
 
 (20) 
  T  あのうね、授業のあとで、みんなでー、お寿司を食べに行きますから、一緒に行き
ませんか？ 
  S11  すみません。今日は時間がありませんからー。 
  T  はい、分かりました。また今度。 
  S11  はい。 
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‐『コミュニケーションに強くなる日本語会話』（以下 コミュニ） 
  ‐目黒 真実・ 浜川 祐紀代 ・勝間 祐美子 ・ 栗原 毅  
‐『新文化 初級Ⅰ・Ⅱ』（以下 新文化） 
  ‐文化外国語専門学校 日本語課程著・編 凡人社発行 
  ‐新文化Ⅰ 2000 年初版 
  ‐新文化Ⅱ 2000 年初版 
‐『文化 中級Ⅰ』（以下 文化） 
   ‐1994 年初版 1999 年 6 刷発行 
‐『みんなの日本語初級Ⅰ・Ⅱ』（以下 みんな）スリーエーネットワーク編・出版 
  ‐みんなⅠ 1998 年初版 第 1 刷発行 1999 年第 5 刷発行 
  ‐みんなⅡ 1998 年初版 1999 年第 4 刷発行 
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上記の教材の分析結果を表 6-1 に示す。 
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『SFJ Vol. 3 Drills』:「Refusing a request politely」 











要性に関する説明が不足している。この会話の例として、『SFJ Vol 3 Notes』には、以下
のような例が挙げられている。 
 
『SFJ Vol. 3 Notes』:「how to refuse a request politely」 
―研究室で― 
 A: B さん、いる。 
 B: はい。 
 A: あ、よかった。いま、ちょっといいかな。 
 B: はい。何でしょうら。 
 A: 実は、いまうちの研究室で、 
 B: ええ。 
 A: センターの方からソフト頼まれてるんだけど。 
 B: ええ。 
 A: B さん、BASIC 分かるよね。 
 B: ええ、だいたい分かると思いますけど。 
 A: じゃ、すまないけど、ちょっと手伝ってもらえないかな。 
 B: あの、それ、急ぎますか。 
 A: うん。今週中にセンターの方に渡すことになってるから。 
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 B: あの、実は、今週中に書かなくちゃならないレポートがあるんです。 
 A: そうか。じゃ、ちょっと無理だな。 
 B: ええ。来週なら時間があるんですけど。 
 A: じゃ、C さんにでも頼んでみるかな。 
 B: すみません、お役にたてなくて。 
 A: いや、いいんだよ。じゃ、また。 







『SFJ Vol. 3 Notes』:「how to refuse a request politely」 
―ろうかで― 




























大学日本語日本文学部の日本語学習者（4 年生、3 年生、2 年生）各学年から 12 名ずつ（36
名）を対象に、日本語母語話者に行った調査と同様に、「ちょっと」の副詞が含まれる談
話を 1 つの選択肢として導入し、2014 年 11 月に調査を行った。4 年生の学習者 12 名の
うち 6 名が一年間留学経験者である。調査内容は改めて、以下で提示する。 
 
6.8.1 意識調査Ⅳ 














表 6-2 調査協力者情報 
学年 調査協力者 日本語学習歴 
2nd Year  12 名（女性 11 名、男性 1 名） 1 年半 
3nd Year        12 名（女性 12 名） 2 年半 














Totemo chotto sukosi fukusi
nasi
2nd Year
















Totemo chotto sukosi fukusi
nasi
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Totemo chotto sukosi fukusi
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Totemo chotto sukosi fukusi nasi
2nd Year













  T  あのうね、その教材を、来週の水曜日の授業までに、20 部をコピーしてください。 
  S9  あの、すみませんー。今とっても忙しいーですから。 
  T  はい、分かりました。 
                （「謝罪」+「理由」） 
 
 (21) 
  T  あのうね、その、その教材をあのう、来週の水曜日の授業までに、20 部をコピーし
てください。 
  S11  あの、すみません。今週はとっても忙しいです。 
  T  はい、分かりました。 
                     （「謝罪」+「理由」） 
 
 (22) 
  T  あの、え、のみの、＜笑い＞飲み物を買ってきてください。お金を渡しますから。 
  S10  先生、すみません。私はー、ほんとーーに、とっても遅い。 
  T  ＜はい、分かりました＞。 






  T  あのう、授業のあとで、みんなでー、お寿司を食べに行きますから、一緒に行きま
せんか？ 
  S9  すみません。今日は勉強がたくさんありますからー。 
  T  あ、はい、分かりました。じゃ、また今度ね。 
  S9  はい。 
               （「謝罪」+「理由」） 
 
 (24) 1 年生 
  T  あのう、その教材を来週の水曜日の授業までに、20 部をコピーしてください。 
  S7  すみませんが、宿題がたくさんあります。 
  T  宿題ですか。大変ですね。 
  S7  はい。 
  T  分かりました。 







 (25) 3 年生 
  H  B くん(はい)らい、らい、来週の金曜日にアズハルパークでー、自分のたんじょう、
たんじょうパーティー／沈黙 2 秒／をするので、あのう、出席してもー、よろし
いですか？ 
  F1  んー、おめでとうございます。まー(ありがとうございます)、行きたいけど、アズ
ハルパークはとっても遠い、私のところから。＜すみません＞{＜}。 
  H  ＜残念ですね＞{＞}。 
  H  大丈夫です。また、また今度(はい)お願いします。 















































































































































































































































 第 4 章の意識調査では、アラビア語の断りにおいて「shwya」（少し）は、日本語の「ち
ょっと」のように派生した機能を持たないため、日本語母語話者を対象に行った調査では
「ちょっと」の選択肢を導入しなかったが、今後の調査では「ちょっと」も副詞の選択肢
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 اليابانية اللغة دارسي تستهدف وميدانية تطبيقية دراسة لعمل خصيصا   إعداده تم الذيو ، الاستطلاع هذا في أرائكم بإبداء بالمشاركة التفضل برجاء 
 مع فقط الدراسة أغراض في إلا استخدامه يتم لن الاستبيان هذا بأن بالإحاطة التفضل مع.القاهرة جامعة – الآداب بكلية وآدابها اليابانية اللغة بقسم
 . المشاركين بيانات مع تامة بسرية التعامل
 بقسم اليابانية اللغة بتدريس الخاص الدراسي بالبرنامج الأول بالعام الدراسة وأنهيت باليابان تسوكوبا بجامعة أدرس(  علي لينا: الاستطلاع معدة




 وأنت وتخيل بعناية)القوسين بين ما المكتوبة الإرشادات وكذا( الذكر تالية المواقف اقرأ ثم إليها تنتمي التي الدراسية والفرقة اسمك اكتب فضلك من
 الطرف مع ةومباشر حية محادثة في وكأنك... ستفعل كنت ماذا -الفصحى وليس – بالعامية واكتب المتلقى الطرف أنك المواقف هذه من موقف كل تقرأ
 . الآخر
 
  :الدراسية الفرقة:                                                    الاسم
 
 تمسك(  ترفض فهتضطر  تروح هتقدر مش وانت الجامعة برة)مثلا  (كشري أكلة تاكلوا تخرجوا  عليك بيعرض الجامعة في الدكتور :الأول الموقف
 )للنهاية برفضك
 معانا؟ جيت لو رأيك إيه كلنا بعض مع كشري ناكل هنخرج تخلص اضرةالمح ما بعد:الدكتور
 :انت
 
 الإجابات من إجابة اختار... ازاي عامل هيكون احساسك أصلا ساعتها انت وجديد أول من تفكر حاول  ، فات اللي السؤال عن بعيد دلوقتي طيب
 جاية اللي الأربعة
    برفض وأنا الكلمات اختيار في هدقق.3       قدامي اللي محرجش بالي أخد بس أرفض أقدر. 2          بسهولة هرفض. 1




  ترفض فهتضطر  تروح هتقدر مش وانت الجامعة برة)مثلا  (كشري أكلة تاكلوا تخرجوا عليك بيعرض الجامعة في الأنتيم صاحبك:الثاني الموقف
 )للنهاية برفضك تمسك(
 معانا؟ جيت لو رأيك إيه كلنا بعض مع كشري ناكل هنخرج تخلص محاضرةال ما بعد:الأنتيم صاحبك
 :انت
 
 الإجابات من إجابة اختار... ازاي عامل هيكون احساسك أصلا ساعتها انت وجديد أول من تفكر حاول  ، فات اللي السؤال عن بعيد دلوقتي طيب
 جاية اللي الأربعة
  برفض وأنا الكلمات اختيار في هدقق.3      قدامي اللي محرجش بالي دأخ بس أرفض أقدر. 2          بسهولة هرفض. 1
 أرفض هقدر مش. 4     
 
  ترفض فهتضطر  تروح هتقدر مش وانت الجامعة برة)مثلا  (كشري أكلة تاكلوا تخرجوا  عليك بيعرض الجامعة من عادي زميل:الثالث الموقف
 )للنهاية برفضك تمسك(




 الإجابات من إجابة اختار... ازاي عامل هيكون احساسك أصلا ساعتها انت وجديد أول من تفكر حاول  ، فات اللي السؤال عن بعيد دلوقتي طيب
 جاية اللي الأربعة
  برفض وأنا الكلمات اختيار في هدقق.3    قدامي اللي جشمحر بالي أخد بس أرفض أقدر. 2          بسهولة هرفض. 1
 أرفض هقدر مش. 4     
 
 )للنهاية برفضك تمسك(  ترفض فهتضطر  تروح هتقدر مش وانت ميلاد عيد حفلة معاه تروح  عليك بيعرض الجامعة في الدكتور :الرابع الموقف




 الإجابات من إجابة اختار... ازاي عامل هيكون احساسك أصلا ساعتها انت وجديد أول من تفكر حاول  ، فات اللي السؤال عن بعيد دلوقتي طيب
 جاية اللي الأربعة
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  برفض وأنا الكلمات اختيار في ققهد.3      قدامي اللي محرجش بالي أخد بس أرفض أقدر. 2          بسهولة هرفض. 1
 أرفض هقدر مش. 4     
 برفضك تمسك(  ترفض فهتضطر  تروح هتقدر مش وانت ميلاد عيد حفلة معاه تروح  عليك بيعرض  الجامعة في الأنتيم صاحبك:الخامس الموقف
 )للنهاية




 الإجابات من إجابة اختار... ازاي عامل هيكون احساسك أصلا ساعتها انت وجديد أول من تفكر حاول  ، فات اللي السؤال عن بعيد دلوقتي طيب
 جاية اللي الأربعة
    برفض وأنا الكلمات ياراخت في هدقق.3      قدامي اللي محرجش بالي أخد بس أرفض أقدر. 2          بسهولة هرفض. 1
 أرفض هقدر مش. 4   
 
 برفضك تمسك(  ترفض فهتضطر  تروح هتقدر مش وانت ميلاد عيد حفلة معاه تروح  عليك بيعرض  الجامعة من عادي زميل:السادس الموقف
 )للنهاية




 الإجابات من إجابة اختار... ازاي عامل هيكون احساسك أصلا ساعتها انت وجديد أول من تفكر حاول  ، فات اللي السؤال عن بعيد دلوقتي طيب
 جاية اللي الأربعة
    ضبرف وأنا الكلمات اختيار في هدقق.3      قدامي اللي محرجش بالي أخد بس أرفض أقدر. 2          بسهولة هرفض. 1
 أرفض هقدر مش. 4   
 
 )للنهاية برفضك تمسك(  ترفض فهتضطر هتقدر مش وانت محاضرات ورق تصور منك بيطلب الجامعة في الدكتور :السابع الموقف
 .الجاي الأربع يوم محاضرة لحد وجهزهم ده الورق من نسخة 02صور فضلك من:الدكتور
 :انت
 الإجابات من إجابة اختار... ازاي عامل هيكون احساسك أصلا ساعتها انت وجديد أول من تفكر حاول  ، فات اللي السؤال عن بعيد دلوقتي طيب
 جاية اللي الأربعة
 722 
     برفض وأنا الكلمات اختيار في هدقق.3      قدامي اللي محرجش بالي أخد بس أرفض أقدر. 2          بسهولة هرفض. 1
 أرفض هقدر مش. 4  
 
 )للنهاية برفضك تمسك(  ترفض فهتضطر هتقدر مش وانت محاضرات ورق تصور منك بيطلب الجامعة في تيمالأن صاحبك:الثامن الموقف




 الإجابات من إجابة اختار... ازاي عامل هيكون احساسك أصلا ساعتها انت وجديد أول من تفكر حاول  ، فات اللي السؤال عن بعيد دلوقتي طيب
 جاية اللي الأربعة
    برفض وأنا الكلمات اختيار في هدقق.3      قدامي اللي محرجش بالي أخد بس أرفض أقدر. 2          بسهولة هرفض. 1
 أرفض هقدر مش. 4   
 
 )للنهاية برفضك تمسك(  ترفض فهتضطر هتقدر مش وانت محاضرات قور تصور منك بيطلب الجامعة في  عادي زميل:التاسع الموقف




 الإجابات من ابةإج اختار... ازاي عامل هيكون احساسك أصلا ساعتها انت وجديد أول من تفكر حاول  ، فات اللي السؤال عن بعيد دلوقتي طيب
 جاية اللي الأربعة
   برفض وأنا الكلمات اختيار في هدقق.3      قدامي اللي محرجش بالي أخد بس أرفض أقدر. 2          بسهولة هرفض. 1
 أرفض هقدر مش. 4    
 
 )للنهاية رفضكب تمسك(  ترفض فهتضطر هتقدر مش وانت مشروبات تشتري منك بيطلب الجامعة  في الدكتور :العاشر الموقف






 الإجابات من إجابة اختار... ازاي عامل هيكون احساسك أصلا ساعتها انت وجديد أول من تفكر حاول  ، فات اللي السؤال عن بعيد دلوقتي طيب
 جاية اللي الأربعة
 أرفض هقدر مش. 4      برفض وأنا الكلمات اختيار في هدقق.3      قدامي اللي محرجش بالي أخد بس أرفض أقدر. 2          بسهولة هرفض. 1
 
 )للنهاية برفضك تمسك(  ترفض فهتضطر هتقدر مش وانت مشروبات تشتري منك بيطلب الجامعة في الأنتيم صاحبك:عشر الحادي الموقف




 الإجابات من إجابة اختار... ازاي عامل هيكون احساسك أصلا ساعتها انت وجديد أول من تفكر حاول  ، فات اللي السؤال عن بعيد دلوقتي طيب
 جاية اللي الأربعة
     برفض وأنا الكلمات اختيار في هدقق.3       قدامي اللي محرجش بالي أخد بس أرفض أقدر. 2          بسهولة هرفض. 1
 أرفض هقدر مش. 4  
 
 )للنهاية برفضك تمسك(  ترفض فهتضطر هتقدر مش وانت مشروبات تشتري منك بيطلب الجامعة من عادي زميل:عشر الثاني الموقف




 الإجابات من إجابة اختار... ازاي عامل هيكون احساسك أصلا ساعتها انت وجديد أول من تفكر حاول  ، فات اللي السؤال عن دبعي دلوقتي طيب
 جاية اللي الأربعة
   برفض وأنا الكلمات اختيار في هدقق.3       قدامي اللي محرجش بالي أخد بس أرفض أقدر. 2          بسهولة هرفض. 1














 اللغة اللغة ناطقي تستهدف وميدانية تطبيقية دراسة لعمل خصيصا   إعداده تم والذي ، الاستطلاع هذا في أرائكم بإبداء بالمشاركة التفضل برجاء ●
 . المشاركين بيانات مع تامة بسرية التعامل مع فقط الدراسة أغراض في إلا خدامهاست يتم لن الاستبيان هذا بأن بالإحاطة التفضل مع العربية
 ) اليابانية مدرس مساعد بكلية الاداب قسم اللغة(  علي لينا عبدالحميد ابراهيم: الاستطلاع معدة ●
 :الالكتروني البريد ●
 moc.liamtoh@95ilaanil:liam.e ●
 
 وتخيل بعناية)القوسين بين ما المكتوبة الإرشادات وكذا( الذكر تالية المواقف اقرأ ثم إليها نتميت التي الدراسية والفرقة اسمك اكتب فضلك من ●
 مع ومباشرة حية محادثة في وكأنك...ستشعر ماذا -الفصحى وليس – بالعامية واكتب المتلقى الطرف أنك المواقف هذه من موقف كل تقرأ وأنت
 . الآخر الطرف
 
  :الدراسية الفرقة                                  :                  الاسم ●
 
 السؤال الاول  ●
عشان تخرجوا تتغدوا مع بعض يو م الأربع اللي جاي بس هو رفض و قالك رد من الأجوبة التأليه ...أى  انت عزمت صديق مقرب ليك جدا  
 م علامة صح علي الإجابة اللي هتختارها مع كتابة السبب)عل .وليه؟! (ر بالنسبه لك لرفضه للعزومه.اكت مقنعهأجابه منهم هتحس أنها 
 
  معلش انا مشغول شويه يوم الأربع-١ ●
  معلش انا مشغول يوم الأربع-٢ ●
  معلش انا مشغول جدا  يوم الأربع-٣ ●
 
 اكتب سبب اختيارك باللغة العاميه: ●
 
  السؤال التانى ●
أخدوها و انت كنت غايب بس هو رفض لسبب من الأسباب التأليه ..أى انت طلبت من صديق مقرب ليك جدا  انه يروح يصور لك محاضره  ●
 032 
 علم علامة صح علي الإجابة اللي هتختارها مع كتابة السبب) ..وليه؟(ر بالنسبه لك لرفضه لطلبكاكت مقنعهأجابه منهم هتحس  أنها 
 
  مهم شويه مش هينفع اناماشي دلوقتى عندي مشوار-١ ●
  ندى مشوار مهم جدا  مش هينفع انا ماشي دلوقتى ع-٢ ●
  مش هينفع انا ماشي دلوقتى عندي مشوار-٣ ●
 
 اكتب سبب اختيارك باللغة العاميه: ●
 
 السؤال الثالث ●
هتحس أنها  منهم انت عزمت صاحبك الانتيم علي حفلة عيد ميلادك يوم الجمعة الجايه بس هو رفض و قالك أجابه من الإجابات التاليه..أي أجابه ●
 علم علامة صح علي الإجابة اللي هتختارها مع كتابة السبب) و ليه؟( لك لرفضه للعزومه ر بالنسبهاكت مقنعه
 
 يوم الجمعة عندى شوية مذاكرة فمش هقدر أجي معلش-١ ●
  يوم الجمعة عندى مذاكرة كتير جدا  فمش هقدر اجى معلش-٢ ●
 يوم الجمعة عندى مذاكرة فمش هقدر اجى معلش -٣ ●
 
 اميه:اكتب سبب اختيارك باللغة الع ●
 
  السؤال الرابع ●
انت طلبت من صاحبك فى الجامعة يشتري لك حاجه من الكافتيريا تشربها بس هو رفض و قالك أجابه من الإجابات التأليه ...أى أجابه هتحس  ●
 علم علامة صح علي الإجابة اللي هتختارها مع كتابة السبب) و ليه؟( ر بالنسبه لك لرفضه لطلبكاكت مقنعهأنها 
 
  عبان شويه مش هقدر انا ت-١ ●
  انا تعبان مش هقدر-٢ ●
 انا تعبان جدا  مش هقدر-٣ ●
 
 اكتب سبب اختيارك باللغة العاميه: ●
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 اللغة اللغة ناطقي تستهدف وميدانية تطبيقية دراسة لعمل خصيصا   إعداده تم يوالذ ، الاستطلاع هذا في أرائكم بإبداء بالمشاركة التفضل برجاء ●
 . المشاركين بيانات مع تامة بسرية التعامل مع فقط الدراسة أغراض في إلا استخدامه يتم لن الاستبيان هذا بأن بالإحاطة التفضل مع العربية
 ) اليابانية د بكلية الاداب قسم اللغةمدرس مساع(  علي لينا عبدالحميد ابراهيم: الاستطلاع معدة ●
 :الالكتروني البريد ●
 moc.liamtoh@95ilaanil:liam.e ●
 
 وتخيل بعناية)القوسين بين ما المكتوبة الإرشادات وكذا( الذكر تالية المواقف اقرأ ثم إليها تنتمي التي الدراسية والفرقة اسمك اكتب فضلك من ●
 مع ومباشرة حية محادثة في وكأنك...ستشعر ماذا -الفصحى وليس – بالعامية واكتب المتلقى الطرف أنك المواقف هذه من موقف كل تقرأ وأنت
 . الآخر الطرف
 
  :الدراسية الفرقة:                                                    الاسم ●
 
 السؤال الاول  ●
بس هو رفض و قالك رد من الأجوبة  جي نروح ناكل حاجه انت عزمت صاحب مقرب ليك جدا  بعد ما خلصت المحاضرات و قولتلوا متي ●
 علم علامة صح علي الإجابة اللي هتختارها التأليه ...أى أجابه منهم هتحس أنها مقنعه اكتر بالنسبه لك لرفضه .وليه؟! 
 
   معلش انا لازم أروح دلوقتى -١ ●
  معلش انا هروح دلوقتى -٢ ●
  معلش انا عايز أروح دلوقتى -٣ ●
 





  السؤال التانى ●
بس هو رفض و قالك رد من الأجوبة   انت طلبت من صاحبك المقرب ليك يشرحلك حاجه مش فاهمها فى محاضره اخدوها و انت غايب  ●
 ي هتختارهاعلم علامة صح علي الإجابة الل التأليه ...أى أجابه منهم هتحس أنها مقنعه اكتر بالنسبه لك لرفضه .وليه؟! 
 
  مش هقدر عشان عندى محاضره دلوقتى ولازم أحضرها-١ ●
  مش هقدر عشان عندى محاضره دلوقتى -٢ ●
  مش هقدر عشان عندى محاضره دلوقتي عايز أحضرها-٣ ●
 





 السؤال الثالث ●
شتري حاجات بس هو رفض و قالك رد من الأجوبة التأليه ...أى أجابه انت طلبت من صديق مقرب ليك جدا  انه ينزل معاك بعد بكره وانت بت ●
 )علم علامة صح علي الإجابة اللي هتختارها( منهم هتحس أنها مقنعه اكتر بالنسبه لك لرفضه .وليه؟! 
 
 بعد بكره ورايا حاجات كتير لازم اعملها-١ ●
 بعد بكره ورايا حاجات كتير-٢ ●
 اعملها بعد بكره ورايا حاجات كتير عايز-٣ ●
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資料Ⅶ  (BTSJ)の文字化記号 
 
。     [全角]１発話分の終わりに付ける。 
，     ①[全角] １発話分及び１ライン中で、日本語表記の慣例の通りに読点をつける。 
？     疑問文に付ける。疑問文の終助詞が付いた質問形式になっていなくても、語毛を上げるな
どして、疑問の機能を持つ発話には、その部分が文末（発話文末）なら「？。」 
      をつける。倒置疑問の機能を持つものには、発話中に「？、」をつける。 
？？    確認などのために、語毛を上げる、いわゆる「半疑問文」につける。 
[ ][  ][  ] イントネーションは、特記する必要のあるものを、上昇、平板、下降の方略として、
[  ][   ][   ]を用いる。 
/少し間/   話のテンポの流れの中で、少し「間」が感じられた際に付ける。 
/沈黙 秒数/ 1 秒以上の間は、沈黙として、その秒数左記のように記す。沈黙自体は何かの返答になっ
ているような場合は１発話文として扱い１ライン取るが、基本的には沈黙後に誰が発話
したのかを同定できるように、沈黙を破る発話のラインを冒頭に記す。 





．．．．．．   文中、文末に関係なく、音声的に言いよどんだように聞こえるものにつける。 
＜ ＞ ｛＜｝同時発話されたものは、重なった部分双方は＜ ＞でくくり、重なられた発話は、 
＜ ＞ ｛＞｝＜ ＞の後に、{＜}をつけ、そのラインの最後に句点「。」または英語式コンマ 2 つ「，，」
をつける。また重ねた方の発話には、＜ ＞の後に、{＞}をつける。 






 場面Ⅰ 場面Ⅱ 場面Ⅲ 場面Ⅳ 
gdan(とても) 76.86% (93) 70.00% (84) 78.95% (90) 47.06% (56) 
shwya(少し) 10.74% (13) 7.5%  (9) 8.77%  (10) 26.05% (31) 
副詞なし 12.40% (15) 22.5%  (27) 12.28% (14) 26.89% (32) 




 場面Ⅰ 場面Ⅱ 場面Ⅲ 場面Ⅳ 
とても 26% (10） 26% (10) 21% (8) 38%  (14) 
少し 28 %  (11) 5 %  (2) 5 %  (2) 38%  (14) 
副詞なし 46 %  (18） 68% (26) 74 % (28) 24%  (9) 










 場面 1 場面 2 場面 3 
Nakerebanaranai (lazem) 71% (84) 70% (82) 71% (84) 
Tai (ăayez) 14 %  (17) 13 %  (15) 13 %  (16) 
Danteiteki 14 %  (17) 17% (20) 16 % (19) 







 ●表② 本研究で変更するアラビア語文字 
















و  [final] 
[medial] 
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